
このたびは、TOAサウンドリピーターをお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

正しくご使用いただくために、必ずこのソフトウェア取扱説明書をお読みになり、末長くご愛用くださいますよう

お願い申し上げます。

サウンドリピーター EV-20R
PM-20EV
EV-20A
EV-20S

ソフトウェア取扱説明書

※ このソフトウェア取扱説明書は、データ転送ソフトウェアのバージョン4.0以降に対
応しています。
パソコンにデータ転送ソフトウェアの異なるバージョン＊のものをすでにインストー
ルされている場合は、インストーラーを使ってそれを一度削除（修復ではなく）した
後、再度インストーラーを起動させてバージョン4.0以降のものをインストールして
ください。（ P. 7）
＊ すでにインストールしているソフトウェアのバージョンは、メニューバーの「ヘル
プ」から確認できます。

※ データ転送ソフトウェアの画面に表示されているS-20Sは、海外向けに発売されてい
る機種です。
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このソフトウェアは、サウンドリピーターとパソコン間で通信を行うためのデータ転送ソフトウェアです。
音源データの転送を双方向で行えます。
同じCD-ROM内の「サンプルメッセージ」フォルダーに、使用場面や用途に応じた定型アナウンス、チャイ
ム音、BGMなどのサンプルメッセージを入れていますので、併せてお使いいただくと便利です。

ソフトウェアの概要

● このソフトウェア取扱説明書が入っているCD-ROMはオーディオ用ではありません。一般のオーディオ用
CDプレーヤーでは使用しないでください。

●このCD-ROMを直射日光の下にさらさないようにしてください。データが失われる恐れがあります。

●サウンドリピーターが次の状態にあるときは、電源の入り切り、またはUSBケーブルの抜き差しをしない
でください。
パソコンが停止することがあります。
・ドライバーまたはドライバーのインストール中
・OSの起動中、または終了の途中
・サスペンド、レジューム中
・サウンドリピーターとパソコン間のデータ転送中

また、次のことを行ったときにも、パソコンが停止することがありますので、行わないでください。
・頻繁な電源の入り切り
・頻繁なUSBケーブルの抜き差し

●このソフトウェアは、必ずインストーラーを使用してインストールしてください。（実行ファイルだけをコ
ピーしたりしないでください。）
また、インストール後は、実行ファイルやその他のファイルの移動は行わないでください。
このソフトウェアの機能が動作しなくなる場合があります。

使用上のご注意

システムの条件
このソフトウェアを正常に動作させるために、パソコンは以下の条件を推奨します。

※ Pentiumは、Intel Corporationの商標です。
※Windowsは、Microsoft Corporationの商標です。

IBM-AT互換機（USB端子装備）
CPU ：133 MHz以上またはそれ以上のPentium互換CPU
メモリー ：64 MB以上（128 MB以上推奨）
空きディスク容量 ：10 MB以上（音源データ保存用を除く）
Windows 2000／XP（32ビット版）／Vista（32ビット版）

対 応 パ ソ コ ン
パ ソ コ ン 仕 様

使 用 O S
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サウンドリピーターに付属のCD-ROMのファイル構成は、以下のとおりです。

CD-ROMのファイル構成

CD-ROM

Driver

ReadmeJPN.txt

サンプルメッセージ

EV20

サウンドリピーター
メッセージライブラリー.htm

EV20.msi

EV20
ソフトウェア取扱説明書.pdf＊

ソフトウェアの動作環境や更新履歴などを記載
しています。
ソフトウェアを使用する前にお読みください。

サンプルメッセージのデータが格納されています。

「サウンドリピーターメッセージライブラ
リー.htm」を動作させるために必要なファイル
が格納されています。

パソコン上でサンプルメッセージを試聴すると
きに使用します。

データ転送ソフトウェアをインストールすると
きに使用します。

データ転送ソフトウェアの取扱説明書です。

サウンドリピーターとパソコンをUSB接続するた
めに必要なUSBドライバーが格納されています。

Japanese 日本語版の以下のフォルダーとファイルが格納
されています。

サンプルメッセージ一覧.pdf＊ サンプルメッセージの内容の一覧です。

＊ このファイルを表示させるためには、Acrobat Readerが必要です。Acrobat Readerがインストールされていない場合は、
AdobeのWebサイトからダウンロードしてください。

※AdobeおよびAcrobatは、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の商標です。
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ソフトウェアのインストール
USBの機能を使用するためには、パソコンにソフトウェアを正しくインストールしてください。

インストールするソフトウェアは、USBドライバーとデータ転送ソフトウェアの2種類です。

●使用するパソコンのCD-ROMドライブのドライブ名（E:、F:など）をあらかじめ確認してください。
ドライブ名は、［マイコンピュータ］内のCD-ROMアイコンの近くに表示されています。

●パソコンにデータ転送ソフトウェアの異なるバージョンのものをすでにインストールされている場合には、
USBドライバーのインストールは必要ありません。

メ　モ

数秒後、下のような画面が表示されます。

■ USBドライバーのインストールのしかた

1 パソコンを起動する。

2 CD-ROMを、パソコンのCD-ROMドライブに挿入する。

3 サウンドリピーターの電源が切れていることを確認する。

4 付属のUSBケーブルを使って、サウンドリピーターのUSB端子と、パソコンまたはUSBハブ
のUSB端子を接続する。

5 サウンドリピーターに電源を供給する。
パソコンに、下のような画面が表示されます。

数秒後、下のような画面が表示されます。
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7 ［OK］ボタンをクリックして、ドライバーのインストールを開始する。
数秒後に画面が消え、ドライバーのインストールを終了します。

6 コピー元を選択する。
［コピー元］の▼をプルダウンして、CDドライブ内の「¥Driver」を選択します。

ドライブ名は、使用するパソコンによって異なります。ご注意

不明なデバイスが登録されて
いませんか？

ご使用のパソコンが、USB
使用可能な状態になっていま
すか？

ドライバーを正しくインストールできなかったとき、サウンドリピー
ターは「不明なデバイス」として認識されてしまうことがあります。そ
の後は、インストールができなくなることがあります。

次の方法で、「不明なデバイス」を削除してください。

1［マイコンピュータ］ー［コントロールパネル］から［システム］を開く。
2［ハードウェア］の中の［デバイスマネージャー］をクリックする。
3［表示］をクリックして、［デバイス（種類別）（E）］を選択する。
4［その他のデバイス］がないかを確認する。
5［その他のデバイス］があるときは、そのタブをクリックする。
その下に［不明なファイル］があるときは、それを選択して削除する。

6 USBケーブルをいったん抜き取り、もう一度差し込んでからインス
トールし直す。

サウンドリピーターとパソコンを接続するときに、「USBドライバーの
インストールのしかた」手順5の画面が表示されないときは、パソコン
側の設定がUSBを使用しないように設定されている場合があります。

次の方法で、パソコンの設定を確認してください。

1［マイコンピュータ］ー［コントロールパネル］から［システム］を開く。
2［ハードウェア］の中の［デバイスマネージャー］をクリックする。
3 ［USBコントローラー］や［USBルートハブ］に、「！」や「×」がな
いことを確認する。

「！」や「×」が表示されているときは、USBが使用できるように設
定してください。設定のしかたは、パソコンの取扱説明書をお読みく
ださい。

USBケーブルは正しく接続
されていますか？

USBケーブルをいったん引き抜き、もう一度差し込んでください。

調べるところ 処　置

［USBドライバーがインストールできないときは］
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■ データ転送ソフトウェアのインストールのしかた

1 パソコンを起動する。

2 CD-ROMを、パソコンのCD-ROMドライブに挿入する。

3 デスクトップ上の［マイコンピュータ］から［CD-ROMドライブ］をダブルクリックする。

4 ［Japanese］を選択し、［EV20.msi］をダブルクリックする。
パソコンに、下のような画面が表示されます。

パソコンにデータ転送ソフトウェアをすでにインストールさ
れている場合は、右のような画面が表示されます。
そのときは、「EV-20PCの削除」ボタンを選択してから完了
ボタンを押し、画面の指示に従って、すでにインストールさ
れているものを削除してください。
削除完了後、再度手順4の操作をしてください。

ご注意
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5 インストールが完了するまで、画面の指示に従って［次へ］ボタンをクリックする。

6 ［閉じる］ボタンをクリックする。
画面が消え、ソフトウェアのインストールを終了します。
「EV20man.exe」ファイルが、正常にインストールされていることを確認してください。

データ転送ソフトウェア「EV20man.exe」ファイルが、指定フォルダー（デフォルトは、C:¥Program
Files¥EV-20PC¥ ）にインストールされました。
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※パソコンにUSBドライバーとデータ転送ソフトウェアをインストールし、サウンドリピーター本体と接続
しておいてください。ソフトウェアのインストールのしかたおよび接続は、別冊の取扱説明書をお読みく
ださい。

インストール時にデスクトップに作成されるショートカット をダブルクリックすると、データ転送ソ
フトウェアが起動します。

インストールフォルダーにある「EV20man.exe」をダブルクリックしても、データ転送ソフトウェアが起動
します。（インストール時にインストールフォルダーを変更していない場合、データ転送ソフトウェアは
「C:¥Program Files¥EV-20PC¥」フォルダー内に入っています。）

メ　モ

ソフトウェアを起動する

上の画面は1台のEV-20Aと接続したときの画面です。本体制御のボタンや音源エリア＊の表示などは、接続
している機種により異なります。

＊ 音源データを書き込む部分です。サウンドリピーターの機種に応じて、3つまたは4つの音源データを書
き込めます。

音源エリア＊
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1. 品番表示タブ
パソコンに接続しているサウンドリピーターの品
番を表示します。EV-20Aの場合、品番の後に機
器ごとのID番号が表示されます。
複数のサウンドリピーターを接続しているとき
は、このタブで機器を選択します。

EV-20Aは16台まで接続できます。
その他の機種は1台だけしか接続できません。

●情報

物件の情報を表示します。

2. 物件名称
物件名称を表示します。

3. 製作者
製作者を表示します。

4. 説明
物件に関する説明を表示します。

5. 品番
サウンドリピーターの品番を表示します。サウン
ドリピーターをパソコンに接続すると、自動的に
判別して表示します。

ご注意

画面の説明
■サウンドリピーターメモリーエリア

サウンドリピーターの録音内容を表示したり、音源データをパソコンに読み込んだリ、1つずつ消去したりす
ることができます。また、サウンドリピーターの再生、録音などの制御もできます。

6

7

8

9

10

11

12

1

2 3

4

13 14 15 16 17

5

18 19 20 21 22

23
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●本体制御

接続されたサウンドリピーターをパソコンから操作
することができます。機種により、表示されるボタ
ンは異なります。

6. 再生［ PLAY］
選択された音源データを再生します。

7. 録音［●REC］（EV-20Sを除く）
選択された音源エリア（ P. 9）に録音します。

8. 停止［■STOP］
再生中または録音中にその動作を停止します。

9. フォーマット
サウンドリピーター内部のメモリーまたは装着
されているスマートメディアを初期化（一括消
去）します。スマートメディアの場合、サウン
ドリピーター用にフォーマットされます。市販
のスマートメディアをサウンドリピーターで使
用するときは、最初にこのフォーマットを行い
ます。

10. 起動（EV-20Aのみ）
このソフトウェアで設定やファイル送受信を
行った後、EV-20Aを動作させるときに、このボ
タンを押します。
※ EV-20A本体の録音／再生選択スイッチを右
側（再生時の設定）にしておく必要がありま
す。

11. 音源選択部
・ EV-20R、EV-20Sの場合：

No.1～4
・ PM-20EVの場合：

アナウンス、前置チャイム、
後置チャイム

・ EV-20Aの場合：
MESSAGE A、MESSAGE B、BGM A、
BGM B

音源エリアには3つまたは4つの音源データを
書き込めます。音源選択部のボタンをクリック
して、操作する音源エリアを選択します。
パソコンにサウンドリピーターを接続していな
いときはNo.1～4の番号が表示されますが、接
続すると機種により表示される音源データ選択
部の数および名称が変わります。前ページの画
面はEV-20Aの場合の例です。

12. メディア初期化（EV-20Aのみ）
EV-20Aに付属のスマートメディアおよびフォー
マットボタン（9）でフォーマットしたスマート
メディアは、サウンドリピーター以外の機器で
は使用できません。このボタンを押すと、EV-
20Aに装着されているスマートメディアがパソ
コンやデジタルカメラなどで使用できるように
初期化できます。

●メモリーボタン

音源エリアにデータを1つずつ書き込んだり、消去
したりすることができます。

13. 読み込み
サウンドリピーターに録音されている、選択さ
れた音源データをパソコンに保存します。

14. 書き込み
パソコンに保存されている音源データを、サウ
ンドリピーターの選択された音源エリアに書き
込みます。

15. 消去
サウンドリピーターに録音されている、選択さ
れた音源データを消去します。

16. 再表示
サウンドリピーターに録音されているすべての
音源データのファイル名、情報などを呼び出し
て画面（サウンドリピーターメモリーエリア）
に表示します。

17. 接続
このソフトウェアを起動した後、パソコンとサ
ウンドリピーターの接続を変更したときなどに、
このボタンを押して、再度、接続を確立します。

●音源データ情報

サウンドリピーターの音源データについての情報を
表示します。

18. ファイル名
音源データのファイル名を表示します。

19. ファイルサイズ（容量）
音源データのファイルサイズをkByte単位で表
示します。

20. ファイルサイズ（時間）
音源データのファイルサイズを時間（秒）で表
示します。

21. コメント
音源についてのコメントを表示します。

22. インターバル
音源再生の繰り返し間隔を表示します。

23. 空きメモリー
サウンドリピーター内部のメモリーまたは装着
されているスマートメディアのメモリーの残量
を表示します。
※表示されている残量は目安です。使用状態に
よっては、実際の残量はそれより少ない場合
があります。

▼
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■ PCのハードディスクエリア

サウンドリピーターに転送する音源データをあらかじめ登録したり、編集したりするための画面です。転送、
バックアップは、機器単位（物件ごとの全音源データおよび情報を一括）で行います。

26

24 25
27

28 29 30 31 32

33 34 35

36

37 38

39

40

41

42

パソコンのハードディスクに音源データや情報を保存するとき、デフォルトの保存先はご使用のOSおよび
データ転送ソフトウェア（このソフトウェア）のバージョンにより異なります。特に、このソフトウェアの
バージョンアップを行った場合は、既存データの保存先と新規データの保存先が異なりますのでご注意くだ
さい。必要に応じてパソコン上のデータを移動してください。

デフォルトの保存先
・このソフトウェアのバージョン3.1以前

C:¥Program Files¥EV-20PC¥PROJECT¥
・このソフトウェアのバージョン4.0以降
（Windows2000/XPの場合）
C:¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data¥EV-20PC¥PROJECT¥

（WindowsVistaの場合）
C:¥ProgramData¥EV-20PC¥PROJECT¥

※ このソフトウェアのバージョンを確認するには、メニューバーから［ヘルプ→バージョン情報］をクリッ
クしてください。以下のバージョン情報画面が表示されます。

デフォルトの保存先についてのご注意
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●情報

物件の情報を入力して保存することができます。

24. 物件名称
物件名称の入力および表示を行います。全角で
最大64文字（半角で最大128文字）入力できま
す。入力できる文字の種類に制限はありません。

25. 製作者
製作者の入力および表示を行います。全角で最
大64文字（半角で最大128文字）入力できます。
入力できる文字の種類に制限はありません。

26. 説明
物件に関する説明の入力および表示を行います。
全角で最大128文字（半角で最大256文字）入
力できます。入力できる文字の種類に制限はあ
りません。

27. 品番
サウンドリピーターの品番の表示および選択を
行います。

●メモリーボタン

サウンドリピーターで使用する音源データや情報な
どを編集することができます。

28. 登録
サウンドリピーターに書き込みたい音源データ
を登録します。

29. 削除
登録されている音源データを削除します。

30. 開く
パソコンに保存されている機器単位（物件ごと）
の音源データおよび情報を読み込んで表示しま
す。

31. 保存
編集中の音源エリアのデータや情報などを機器
単位（物件ごと）のファイルとしてパソコンに
保存します。

32. WAVEファイル連結
パソコンやCD-ROMなどに保存されている2つ
の音源データを連結して、新しい音源データを
作ります。

●登録状況

サウンドリピーターで使用する音源データの編集を
することができます。ファイルごとにコメントをつ
けることもできます。

33. ファイル名
音源データのファイル名を表示します。

34. ファイルサイズ（容量）
音源データのファイルサイズをKByte単位で表
示します。

35. ファイルサイズ（時間）
音源データのファイルサイズを時間（秒）で表
示します。

36. 空きメモリー
サウンドリピーター内部のメモリーまたはス
マートメディアのメモリーの残量を表示します。
※表示されている残量は目安です。使用状態に
よっては、実際の残量はそれより少ない場合
があります。

37. コメント
音源についてのコメントを表示および入力しま
す。全角で最大64文字（半角で最大128文字）
入力できます。入力できる文字の種類に制限は
ありません。

38. インターバル
再生の繰り返し間隔を設定します。右端にある
▼ボタンをクリックして、設定したい繰り返し
間隔の所にカーソルを合わせます。
ただし、サウンドリピーター本体で設定できる
機種の場合は、この画面上では設定できません。
本体の設定スイッチで設定してください。

39. 使用メディア容量（EV-20Aのみ）
機器本体に装着するスマートメディアの容量を
選択します。

●その他

40. 一括書き込み［＜＜］（エリア画面左の中央）
PCのハードディスクエリアで登録した内容をサ
ウンドリピーターに転送して書き込みます。書
き込まれた内容は、サウンドリピーターメモ
リーエリアに表示されます。

41. バックアップ［＞＞］（エリア画面左の中央）
サウンドリピーターの内容をPCのハードディ
スクエリアに転送して表示します。

42. 終了（エリア画面右上）
このソフトウェアを終了します。
ツールバーの［ファイル→アプリケーションの
終了］でも終了できます。
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■ WAVEファイル試聴エリア

パソコンに挿入したCD-ROM内またはパソコンのハードディスク上にあるWAVEファイルを試聴するための
画面です。

43. WAVEファイル表示部
付属のCD-ROMをパソコンに挿入しているとき
は、CD-ROM内のサンプルメッセージのフォル
ダーを表示しています。
フォルダー左の「＋」マークをクリック、また
はフォルダー名をダブルクリックしてフォル
ダーを展開します。
WAVEファイルのファイル名を表示させ、サウ
ンドリピーターメモリーエリアまたは PC の
ハードディスクエリアのファイル名（18）（33）
欄へドラッグ＆ドロップすると、書き込みまた
は登録ができます。

44. フォルダー選択
付属のCD-ROMをパソコンに挿入していないと
きは、このボタンでWAVEファイルが保存され
ているファイルを選択します。
このボタンを押すと、［フォルダの参照］ダイア
ログが表示されます。WAVEファイルが保存さ
れているフォルダーをクリックし、OKボタンを
押します。
選択したフォルダーはWAVEファイル表示部
（43）に表示されます。

45. 試聴開始
WAVEファイル表示部（43）で選択したWAVE
ファイルをパソコンで試聴できます。

46. 試聴停止
パソコンでの試聴を停止します。

46

44

4543
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同じCD-ROM内にあるサンプルメッセージやお客様があらかじめ作成された音源データを読み込み、サウン
ドリピーターに書き込むことができます。

■サンプルメッセージ

放送場所、用途別に約400種類のサンプルメッセージを用意しています。
同じCD-ROM内の「¥Japanese¥サンプルメッセージ¥（放送場所）￥（用途）￥」フォルダーに収録して
いますので、必要に応じてサウンドリピーターに書き込んでご利用ください。
サンプルメッセージの内容とファイルサイズ（時間）は、同じCD-ROM内の「サンプルメッセージ一覧.pdf」
ファイルに記載しています。
パソコン上でサンプルメッセージを試聴することもできます。

［サンプルメッセージの内容を確認する］

使用できる音源データ

2

3

4

1 CD-ROM内の「サウンドリピーターメッセージライブラリー.htm」ファイルをダブルクリッ
クして開く。
画面左上に「エリア」が表示されます。

2 サンプルメッセージを使用するエリア（放送場所）をクリックして選択する。
画面左下に「用途」が表示されます。

3 サンプルメッセージの用途をクリックして選択する。
画面右側にサンプルメッセージ内容の文章とファイル名が表示されます。
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■ 音源データを作成する場合

お客様が作成されたWAVEファイルも放送に使用することができます。
サウンドリピーターに書き込んで使用できるWAVEファイルの仕様は次のとおりです。

サンプリング周波数：44.1 kHz
量子化数　　　　　：16ビット
モード　　　　　　：モノラル
データ形式　　　　：PCM
ファイル名　　　　：8.3形式（半角英数字またはアンダーバー8文字以下、拡張子はWAV）
フォーマット　　　：WAVEフォーマット

このソフトウェアは、WAVEフォーマットの上位フォーマットである「ブロー
ドキャスト・ウェーブフォーマット」などで規定されるファイルヘッダー内の
冗長部分を自動認識して削除する機能を持っていますが、一部対応できない冗
長情報が存在する可能性があります。お使いのWAVEファイル編集ソフトウェ
アの冗長情報の追加スイッチなどをオフに設定してお使いください。

ご注意

4 サンプルメッセージを試聴したいときは、文章のファイル名をクリックする。
パソコンで音声を聞くことができます。

●サンプルメッセージのWAVEファイルをダブルクリックするか、データ転送ソフトウェアのWAVE
ファイル試聴エリア（ P. 14）を操作しても試聴できますが、内容をあらかじめ文章で確認するこ
とはできません。

●使用するサンプルメッセージのエリア（放送場所）、用途、ファイル名を記録しておき、データ転送ソ
フトウェアでの取り込み時にご利用ください。

メ　モ
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■ WAVEファイルを連結して新しいファイルを作成する

データ転送ソフトウェアを使用して、サンプルメッセージやお客様が作成されたWAVEファイルを連結して
新しいWAVEファイルを作成することができます。

1 WAVEファイル連結ボタンをクリックする。

ダイアログが表示されます。
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4 第1ファイルと同様に第2ファイルを選択する。

3 連結するファイルを選択し、開くボタンをクリックする。
選択したファイル名が第1ファイルの欄に表示されます。

2 「第1ファイル」の横にある参照ボタンをクリックする。
ダイアログが表示されます。
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5 連結開始ボタンをクリックする。
ダイアログが表示されます。

6 保存先を指定し、連結後のファイル名を入力して、保存する。

ファイル名は、半角英数字またはアンダーバー8文字以下で、拡張子をWAVにしてください。

ご注意

7 終了ボタンをクリックする。

以上の手順を繰り返すと、いくつでもファイルを連結することができます。ただし、サウンドリピーターで
録音できる時間以内に収めてください。

メ　モ
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■ 機器単位で作成してサウンドリピーターに書き込む

機器単位（物件ごと）の情報や音源エリアに入れる音源データなどをPCのハードディスクエリアで作成し、
サウンドリピーターメモリーエリアに転送して書き込みます。

この方法ではすべての情報を一括で書き込みます。サウンドリピーター側に消去したくない情報があるとき
は必ずバックアップしてから行ってください。

ご注意

1

3
4

13

1 PCのハードディスクエリアで、品番＊を選択し、物件名称を入力する。必要に応じて製作者、
説明の欄にも入力する。

＊ S-20Sは海外向けに発売されている機種です。

2 （EV-20Aのみ）使用するスマートメディアの容量を選択する。
3 PCのハードディスクエリアで、書き込みたい音源エリアのファイル名表示欄をクリックする。

10

音源データをサウンドリピーターに転送する

2
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4 登録ボタンをクリックする。
保存先を指定するためのダイアログが表示されます。

5 物件に関する情報を保存するファイル（EV20.CSV）の格納先を指定し、保存ボタンをクリッ
クする。
確認のダイアログが表示されます。

6 「はい」をクリックする。
物件名称と同じ名称のフォルダーが作成され、その中にEV20.CSVが保存されます。
保存が完了すると、ダイアログが表示されます。

●物件名称が未入力のときは、保存できません。物件名称を入力してください。
●ファイル名（EV20.CSV）は変更しないでください。変更しても自動的にEV20.CSVに変えて保存さ
れます。

ご注意

作成されたフォルダー内のファイルを削除しないでください。

ご注意

2回目以降の登録ボタン操作のときには、保存する場所のダイアログではなく、手順7で表示される、
ファイルを開くためのダイアログが表示され、手順4～6は省略されます。

メ　モ
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8 登録したい音源データのあるフォルダー名およびファイル名を指定し、開くボタンをクリック
する。
確認のダイアログが表示されます。

9 「はい」をクリックする。
登録された音源データがPCのハードディスクエリアに表示されます。

同じファイル名の音源データを複数登録することはできません。ファイル名を変更してから登録してく
ださい。

すでに登録してある音源エリアに登録すると、新しい音源データに置き換わります。

メ　モ

ご注意

7 OKボタンをクリックする。
ダイアログが表示されます。
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10 必要に応じてコメントの欄に入力する。

11 必要に応じて、インターバルの右側にある▼をクリックして繰り返し間隔を選択する。（本
体でインターバルの設定ができない機種のみ）

● インターバルとは、繰り返し放送する場合の繰り返し間隔です。繰り返し間隔は、前の音源データ
の再生が終了してから次の音源データの再生が開始されるまでの時間です。繰り返し間隔には、設
定された遅延時間＊は加算されません。
＊ 設定できる機種と設定できない機種があります。

●工場出荷時は繰り返し間隔なし（no repeat）に設定されています。

メ　モ

12 手順3～11を繰り返して、書き込みたい音源エリアのすべてに音源データを登録する。

● ファイル名表示欄にWAVEファイルをドラッグ＆ドロップすることによっても、音源データを登録
することができます。

●登録した音源データを削除したい場合は、削除したい音源データのファイル名表示欄をクリックし
てから、削除ボタンをクリックします。ダイアログが表示されますので、ファイル名に間違いがな
いことを確認したら「はい」をクリックしてください。

● 2回目以降の登録のときには、フォルダー格納先指定の手順はありません。自動的に最初に指定し
た場所の物件名称のフォルダー内に書き込まれます。

メ　モ

設定内容

繰り返し放送をしません。

間隔なしで連続して放送します。

5秒間隔で繰り返し放送します。

10秒間隔で繰り返し放送します。

30秒間隔で繰り返し放送します。

1分間隔で繰り返し放送します。

5分間隔で繰り返し放送します。

10分間隔で繰り返し放送します。

30分間隔で繰り返し放送します。

1時間間隔で繰り返し放送します。

インターバルの設定

（no repeat）工場出荷時

0 sec

5 sec

10 sec

30 sec

1 min

5 min

10 min

30 min

1 hour

● PM-20EVの場合、本体には停止キーがありません。繰り返し放送を途中で停止させるときは、本体
の再生キーを押すか、パソコンのサウンドリピーターメモリーエリアにある停止ボタンを押します。

EV-20Sには4種類の音源データを登録できますが、TA-2000シリーズ、VAシリーズ、TEシリーズ
のアンプに組み込んで使用する場合は、3種類（No.1～3）の音源データしか再生できません。

ご注意
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13 画面中央の一括書き込みボタン［＜＜］をクリックする。
確認のダイアログが表示されます。

15 保存先を指定し、保存ボタンをクリックする。
保存先に変更がなければ、手順6で作成されたフォルダー内に、登録した情報が保存されます。
保存が完了すると、ダイアログが表示されます。

14「はい」をクリックする。
保存先を指定するためのダイアログが表示されます。
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16 OKボタンをクリックする。
サウンドリピーターがフォーマットされた後、PCのハードディスクエリアの情報がサウンドリピー
ターメモリーエリアにコピーされ、サウンドリピーターに書き込まれます。

一括書き込みに必要な時間は、転送するファイルの大きさにより異なります。（最小40秒、最大3分）

メ　モ

一括書き込みが完了すると、ダイアログが表示されます。

17 OKボタンをクリックする。
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■ 音源データ単位でサウンドリピーターに書き込む

サウンドリピーターにいくつかの音源データだけを書き込みたい、または消去したい場合、パソコンにバッ
クアップをとる必要がなければ、サウンドリピーターメモリーエリアだけで行えます。ただし、コメント欄
への入力は、サウンドリピーターメモリーエリアではできません。

※パソコンにサウンドリピーターを接続して、データ転送ソフトウェアを起動すると、サウンドリピーター
内部の情報が自動的に読み込まれ、サウンドリピーターメモリーエリアに表示されます。表示されていな
い場合は、再表示ボタンをクリックするとサウンドリピーター内部の情報が読み込まれ、表示されます。

●音源データを1つずつ書き込む

1
2

1 書き込みをしたい音源エリアの音源選択ボタンをクリックする。

EV-20Sには4種類の音源データを書き込むことができますが、TA-2000シリーズ、VAシリーズ、TEシ
リーズのアンプに組み込んで使用する場合、No.4に書き込んだ音源データは再生できません。

ご注意
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3 書き込みたい音源データのあるフォルダー名およびファイル名を指定し、開くボタンをクリッ
クする。
確認のダイアログが表示されます。

同じファイル名の音源データを複数登録することはできません。ファイル名を変更してから登録してく
ださい。

ご注意

4 「はい」をクリックする。
ファイル名が表示され、サウンドリピーターに音源データが書き込まれます。

すでに録音してある音源エリアに書き込むと、新しい音源データに置き換わります。

メ　モ

2 書き込みボタンをクリックする。
ダイアログが表示されます。
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●音源データを1つずつ消去する

1

2

1 消去したい音源データの音源選択ボタンをクリックする。

2 消去ボタンをクリックする。
確認のダイアログが表示されます。

3 ファイル名に間違いがなければ「はい」をクリックする。
サウンドリピーターに録音されていた音源データが消去されます。
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サウンドリピーターで録音した音源を機器単位または音源データ単位でパソコンに転送して、バックアップ
することができます。

※パソコンにサウンドリピーターを接続して、データ転送ソフトウェアを起動すると、サウンドリピーター
内部の情報が自動的に読み込まれ、サウンドリピーターメモリーエリアに表示されます。表示されていな
い場合は、再表示ボタンをクリックするとサウンドリピーター内部の情報が読み込まれ、表示されます。

■機器単位でバックアップする

機器単位（物件ごと）の情報や音源データなどをPCのハードディスクエリアにコピーした後、パソコンや外
部記憶媒体に保存します。

録音データをバックアップする

1 PCのハードディスクエリアで、物件名称を入力する。

● 物件名称は全角で最大64文字（半角で最大128文字）入力できます。
●物件名称は機器単位の情報を保存するときのフォルダー名になります。

メ　モ

1

2

サウンドリピーター本体で録音した音源は、サウンドリピーターメモリーエリアに読み込むときに、自動的
に「EVTF0001.WAV」のようなファイル名が付けられています。

メ　モ
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3 「はい」をクリックする。
保存先を指定するためのダイアログが表示されます。

物件名称が未入力のときは、保存できません。物件名称を入力してください。

ご注意

4 物件に関する情報を保存するファイル（EV20.CSV）の格納先を指定し、保存ボタンをクリッ
クする。
確認のダイアログが表示されます。

2 画面中央のバックアップボタン［＞＞］をクリックする。
確認のダイアログが表示されます。

ファイル名（EV20.CSV）は変更しないでください。変更しても自動的にEV20.CSVに変えて保存され
ます。

ご注意



31

6 OKボタンをクリックする。
サウンドリピーターのメモリーの内容が、作成されたフォルダー内にバックアップされ、PCのハード
ディスクエリアに表示されます。
また、手順1で入力した物件名称は、サウンドリピーターメモリーエリアにも反映されます。

転送に必要な時間は、転送するファイルの大きさにより異なります。（最小40秒、最大3分）

メ　モ

5 「はい」をクリックする。
物件名称と同じ名称のフォルダーが作成され、その中にEV20.CSVが保存されます。
保存が完了すると、ダイアログが表示されます。

作成されたフォルダー内のファイルを削除したり、名称を変更したりしないでください。

ご注意
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■ 音源データを1つずつバックアップする

サウンドリピーターに録音された音源のみをファイル化して、パソコンや外部記憶媒体に保存したい場合は、
サウンドリピーターメモリーエリアで行います。

1 バックアップしたい音源データの音源選択ボタンをクリックする。

1

2

2 読み込みボタンをクリックする。
保存先を指定するためのダイアログが表示されます。
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3 保存先を指定し、必要に応じてファイル名を変更して、保存する。

バックアップするファイルのファイル名は変更できますが、サウンドリピーター本体にある元のファイ
ル名はサウンドリピーターメモリーエリアで変更することはできません。元のファイル名を変更したい
ときは、読み込みのときにファイル名を変更した後、書き込みによりファイル名を変更したファイルを
書き込んでください。

ご注意
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パソコンにバックアップした機器単位（物件単位）のデータを再度サウンドリピーターに転送して使用する
ことができます。

1 開くボタンをクリックする。

バックアップデータを転送する

ダイアログが表示されます。
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2 開きたい物件名称のフォルダー内にある「EV20.CSV」ファイルを選択して、開くボタンをク
リックする。
保存されていた機器単位（物件単位）の情報が読み出され、PCのハードディスクエリアに表示されま
す。

3 画面中央の一括書き込みボタン［＜＜］をクリックする。
確認のダイアログが表示されます。

3
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4 「はい」をクリックする。
保存先を指定するためのダイアログが表示されます。

5 保存先を指定し、保存ボタンをクリックする。
保存先に変更がなければ、バックアップされていたフォルダー内に、登録した情報が保存されます。

EV-20Aの場合、本体で録音した音源を一度パソコンに保存した後に再度サウンドリピーターに書き込
むときは、ファイルの更新が行われます。次のようなダイアログが表示されますので、「はい」を押し
てください。

メ　モ

保存が完了すると、ダイアログが表示されます。
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6 OKボタンをクリックする。
サウンドリピーターがフォーマットされた後、PCのハードディスクエリアの情報がサウンドリピー
ターメモリーエリアにコピーされ、サウンドリピーターに書き込まれます。

一括書き込みに必要な時間は、転送するファイルの大きさにより異なります。（最小40秒、最大3分）

メ　モ
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接続されたサウンドリピーターをパソコンから操作することができます。（一部の機能のみ）

●再生する

録音した内容をパソコンから起動して再生します。選択した音源データを1つずつ再生します。

EV-20Aの場合、再生ボタンによる再生は、「音楽」を常に再生しながら「メッセージ」を再生するという、
本体での操作による再生動作とは異なります。

メ　モ

サウンドリピーター本体を制御する

1

2
3

1 再生したい音源データの音源選択ボタンをクリックする。

2 再生ボタンをクリックする。
選択した音源データが再生されます。

3 再生を途中で停止させるときは、停止ボタンをクリックする。
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●録音する（EV-20Sを除く）

選択した音源エリアにパソコンから起動して録音することができます。サウンドリピーター本体の録音キー
で操作したときと同様の動作です。

4

1

2

1 録音したい音源エリアの音源選択ボタンをクリックする。

PM-20EVの場合、前置チャイムおよび後置チャイムの録音はできません。

2 録音ボタンをクリックする。
確認のダイアログが表示されます。

ご注意

3 「はい」をクリックし、サウンドリピーター本体の表示灯が点滅から点灯に変わったら、マイ
クロホンまたはCDプレーヤーなどから録音を開始する。

録音開始時のサウンドリピーター本体の動作は、本体の録音キーを押したときと同じです。表示灯で録
音開始のタイミングを確認してください。（PM-20EVの場合は、チャイム音でも確認できます。）

4 録音を停止させるときは、停止ボタンをクリックする。

ご注意
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●フォーマットをする

サウンドリピーター内部のメモリーを初期化します。スマートメディアを使用する機種の場合は、サウンド
リピーター本体に装着されているスマートメディアをサウンドリピーター用にフォーマットします。
すべての音源エリアのデータを一括で消去します。サウンドリピーター本体のキーで行う一括消去と同様の
動作です。（本体側では一括消去できない機種もあります。）

1 フォーマットボタンをクリックする。

2 「はい」をクリックする。
サウンドリピーターに録音されている音源エリアのすべてのデータが消去されます。

● フォーマットの所要時間は約40秒です。
● フォーマット中のサウンドリピーター本体の動作は、本体のキーで一括消去の操作をしたときと同じ
です。（本体側では一括消去できない機種もあります。）

メ　モ

確認のダイアログが表示されます。
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3
3-1 PM-20EVの場合

標準チャイムを入れるかどうかの確認のダイアログが表示されるので、チャイムを入れる場合は「はい」
をクリックします。

フォーマットをするとチャイムも消去されますので、チャイムを工場出荷時＊1の状態に戻したいときは、
この手順でチャイムを入れます。

＊1 前置チャイム：sign0025.wav 上り4音チャイム
後置チャイム：sign0020.wav 下り4音チャイム

これらのチャイム音は、CD-ROM内にある「サンプルメッセージ」フォルダーに入っています。

3-2 EV-20Aの場合
標準BGMを入れるかどうかの確認のダイアログが表示されるので、BGMを入れる場合は「はい」をク
リックします。

メ　モ

フォーマットをすると標準BGMも消去されますので、BGMを工場出荷時＊2の状態に戻したいときは、
この手順で標準BGMを入れます。

＊2 BGM A：bgm_0001.wav
BGM B：bgm_0002.wav

これらのBGMは、CD-ROM内にある「サンプルメッセージ」フォルダーに入っています。

メ　モ
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4 OKボタンをクリックする。

ダイアログが表示されます。
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●起動する（EV-20Aのみ）

このソフトウェアで設定やファイル送受信を行った後、EV-20Aを動作させるときに、起動ボタンを使います。

※ EV-20A本体の録音／再生選択スイッチを右側（再生時の設定）にしておく必要があります。

1 起動ボタンをクリックする。
本体で設定された動作状態になります。

画面上の音源エリアの選択には関係なく動作します。

2 動作を途中で停止させるときは、停止ボタンをクリックする。

メ　モ
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●スマートメディアを初期化する（EV-20Aのみ）

EV-20Aに付属のスマートメディアやフォーマットボタンでフォーマットしたものは、サウンドリピーター以
外の機器では使用できません。メディア初期化ボタンを押すと、本体に装着されているスマートメディアが
パソコンやデジタルカメラなどで使用できるように初期化できます。

1 メディア初期化ボタンをクリックする。
確認のダイアログが表示されます。
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2 開始ボタンをクリックする。
確認のダイアログが表示されます。

3 「はい」をクリックする。
本体に装着されているスマートメディアが初期化されます。
終了するとダイアログが表示されます。

4 OKボタンをクリックする。
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処　置

USBケーブルを引き抜き、もう一度差
し込み直してください。

サウンドリピーターに電源を供給して
ください。

ファイル名を変更してください。

故障かな？と思ったら
症　状

音源データの転送がで
きない。

登録、書き込みができ
ない。

調べるところ

USBケーブルは正しく接続されてい
ますか？

サウンドリピーターに電源が供給され
ていますか？

同じ名称のファイルを複数登録、また
は書き込みしようとしていませんか？

フリーダイヤル（無料電話）
TEL. 0120 - 108 -117
〒665-0043  宝塚市高松町2番1号
TEL.（0797）72-7567
FAX.（0797）72-1090

TOAインフォメーションセンター

商品や技術など、お問い合わせにお応えします。

受付時間 9：00 ～ 17：00（日曜・祝日除く）

商品の価格、在庫、修理およびカタログのご請求については、取扱い店または最寄りの営業所へお申し付けください。

TOAホームページ http://www.toa.co.jp/
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